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現在の車内から・・・ 快適な車内に！！！ 

改善 

設計仕様 

•床が滑りにくい 

•人に優しい手すり 

課題点 

•床が滑りやすい。 

•手汗で手すりが滑りやすい。 

『水はけの良い床』 

『ゴム質の手すり』 

特徴 

•TOTO：ほっカラリ床⁽¹⁾を使用 

•スムーズに排水できる。 

•車内を清潔に保てる。 

•溝を設置し排水の効率を上げる。 

溝 

ほっカラリ床 
特徴 

•グリップ力がUP 

•手すりが冷たくない。 

•怪我をしにくい。 

TOTOホームページ(1)http://www.toto.co.jp/products/bath/b00033/tokuchou/ 

水はけの良い床：水を車外に排出するのみなので環境的に問題ない。
また、エネルギーも消費しない。 

ゴム質の手すり：エネルギーを消費しない。安全性が増す。 

～技術者倫理～ 

人、環境の両方に優しい＝技術者倫理的に問題ない 

テーマ：北陸鉄道の電車の改善 
顧客の要望 

•床が濡れて滑りやすい 

•手汗で手すりが滑りやすい 

•車内の臭い 

•座席にがすわりにくい 

•大声で通話する人がいる 

車内に関する要望が多かった！ 

ゴム 


